
 

社会教育編：ｉ  

テ ー マ  「子どもの自尊感情を高めるために、どのようなことができるか考える」 

タ イ ト ル  「のばそう！子どものよさ」 

 

【学習のポイント】 

○自尊感情を高めることの意義を理解し、自尊感情を高めるための意識やスキルの向上を図る。 

【すすめ方】（９０分） 

流れ 分 主な活動 主な発問等 留意点 

導入 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

１０ 

１ 「自尊感情」について説明す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 活動のねらい、話合いのルー

ルを確認する。 

 

３ アイスブレイク（アドジャン） 

■「自尊感情」という言葉をご存

知でしょうか？ 

■「自尊感情」が高いことによる

傾向を紹介。 

・様々な物事に取り組む意欲が高

い傾向→学力も高い傾向 

・人の役に立ちたいと思っている

傾向→規範意識も高い 

 ＝いじめをしない・許さない（自

他の尊重） 

■「まじめなおしゃべり」によって

「テーマ」について理解を深め

る活動です。 

■最初にグループメンバーと１分

以内で自己紹介をしましょう。 

■アドジャンのルールを確認しま

す。 

◆類義語に「自己肯定感」、「自己

有用感」などがある。ここでは、

詳細には言及せず、「自尊感情」

を「自分をかけがえのない（価値

ある・大事な）存在と捉える気持

ち」とする。 

 

 

 

 

◆おしゃべりのルール（参加・尊重・

守秘）を確認する。 

 

◆グループの人数は１グループ４～

５人とする。 

◆トークテーマはレジュメに記載す

るなどして提示しておく。 

◆アドジャンのルール・流れ 

①じゃんけんと同じ要領で「アドジ

ャン」のかけ声で０～５を指で示

す。 

②合計数の１の位と同じ番号のト

ークテーマについて全員が話す。 

③次々とテンポよく繰り返す。（同じ

テーマはとばす）（４分） 

④気になった話題について深掘り

（おしゃべり）する。（２分） 

展開１ ４ 

 

 

 

 

４ 

４ 子どもに対する気持ち等を

振り返る。（Ⅰ） 

■子どもが生まれたとき（生まれ

る前や幼かったときを含めても

良い）の子どもに対する気持ち

や願いを思い出し、ピンクの付

箋に書きましょう。 

■書いたことをグループで紹介し

合いましょう。 

◆忘れてしまった場合は想像でも

よい。 

◆模造紙・付箋はあらかじめ配布

しておく。 



 

展開２ ３ 

 

 

６ 

 

 

４ 

 

 

４ 

５ 子どもに対する気持ち等を

振り返る。（Ⅱ） 

■最近（ここ２～３日）、子どもに

かけた「言葉」を思い出し、水

色の付箋に書きましょう。 

■その時の状況や感情などを補

足しながら、書いたことをグル

ープで紹介し合いましょう。 

■ピンクと水色の付箋を見比べ

て感じたことについて話し合い

ましょう。 

■付箋（ピンク・水色とも）を「自

尊感情」を高めるものか、下げ

るものかに分けてみましょう。 

◆ぱっと思い浮かんだこと、あるい

は印象に残っているもの。 

 

 

 

 

 

 

 

◆貼り付ける位置はおおよそで良

い。どちらとも言えない、わからな

いものは真ん中付近で良い。 

展開３ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

８ 

６ 場面設定に対して感じたこと

を話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ ギャラリーウォーク（他のグル

ープを見て回る） 

■自分の子どもが、①～③の行

動をとったと仮定して、どのよう

な声をかけるか、あるいはどん

な気持ちになるかを黄色の付

箋に書きましょう。場面設定で

分からない状況等は自由に想

像していただいて構いません。 

 

 

 

 

 

■声かけや気持ちについて、模造

紙に書いた付箋を貼り、その理

由や状況等を補足しながらグ

ループで紹介し合いましょう。 

■「自尊感情」を高めるために、

どのように声かけをしたり、どの

ような心持ちでいたりしたらよ

いか、グループで話し合いまし

ょう。 

■話し合われた内容で「自尊感

情」を高めるのに良いなと思わ

れるものを、模造紙に書き込み

ましょう。 

■他のグループの意見を見て回

り、「なるほど」「参考になった」

というものにシールを貼りましょ

う。 

◆場面設定は学校や地域の課題

等に応じて設定してよい。 

◆実体験があればそれでよいが、

実生活では考えにくい場合は想

像でよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆シール（１人３～５枚）を配布して

おく。 

＜場面設定例＞ ・学校から帰宅後、玄関に荷物を放り投げ、すぐさま遊びに出かけていった。 

・夕食中、ずっとオンラインゲームの話をしている。 

・夕食を終えたとたん、スマホを見たり操作したりするのに夢中になっている。 



 

 

 

【アドジャンのトークテーマ（例）】 

合計数 トークテーマ 合計数 トークテーマ 

０（１０，２０） 最近、うれしかったこと ５（１５，２５） 好きな有名人 

１（１１，２１） 今、一番たのしみなこと ６（１６，２６） 好きなテレビ番組（ネット含む） 

２（１２，２２） もしも宝くじが当たったら… ７（１７，２７） 好きな色 

３（１３，２３） 得意な（得意だった）教科・科目 ８（１８，２８） 好きな季節 

４（１４，２４） 好きな給食（弁当）のメニュー ９（１９，２９） 好きな曜日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ ５ 

 

８ 気付いたことや感じたことを

グループで話し合う。 

■本日の活動を通して、気付いた

ことや考えたことをグループで

話し合いましょう。 

◆時間がある場合、グループで出

されたコメントをシェアしてもよ

い。 

 ７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

９ ファシリテーターによるまとめ

や感想等を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 感想（アンケート）を書く。 

 

 

 

◆出来れば活動で出てきた意見や

言葉を利用しながら。 

■「自尊感情」を高めるのに効果があることを紹介する。 

例えば、認めること、感謝すること、自然体験、役割を与える（責任を持たせる）こと、褒めること 

※他者と比較しない。（相対評価ではなく絶対評価） 

■状況等によっては「そうは言っても・・・」ということはあるかもしれないが、本活動で思い出したこと

（子どもが生まれたときの気持ち等）、話合いの中で気づいたことなどを思い返して子どもと接し

てもらえたら。「子どものため」に言ったことも、そのことがきちんと子どもに伝わっているか考えて

みてみるとよいのでは。 

※叱ること（子どものため）と怒ること（自分のため）は違う。 



 

【模造紙完成イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓ ＤＯＷＮ ↓ ↑ ＵＰ ↑ 

■■■■■■■■■■と声をかける。 

××××××××××××する。 

△△△△△△△△△△と言う。 

場面① 学校から帰宅後、玄関に荷物を放り投げ、すぐさ 

ま遊びに出かけていった。 

場面② 夕食中、ずっとオンラインゲームの話をしている。 

場面③ 夕食を終えたとたん、スマホを見たり操作したり 

するのに夢中になっている。 

自尊感情 
自分をかけがえのない存在と捉える気持ち 


